
平成２０年（2008）４月〈１０〉

学
園
文
化
都
市
づ
く
り
の
推
進

　

地
方
の
時
代
を
迎
え
、
各
自
治
体

は
知
恵
と
工
夫
を
出
し
合
っ
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
市
は
「
学
園
文
化

都
市
づ
く
り
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
、「
大
学
の
あ
る
ま
ち
」
と

い
う
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。

　

大
学
等
が
持
つ
学
術
・
文
化
・
知

的
財
産
の
活
用
や
地
域
へ
の
経
済
波

及
効
果
な
ど
は
、
市
の
活
性
化
を
図

る
上
で
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

「
高
梁
学
園
・
高
梁
商
工
会
議
所
・

高
梁
市
連
携
協
力
協
定
」
に
基
づ
く
、

大
学
と
地
域
の
皆
さ
ん
が
連
携
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く

た
め
、
市
は
、
次
の
４
事
業
を
創
設

し
て
「
学
園
文
化
都
市
づ
く
り
」
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

○
産
学
官
連
携
事
業
の　

　

助
成
制
度
創
設

　

「
産
学
官
連
携
協
力
協
定
に
基
づ

き
、
市
民
や
市
民
団
体
と
大
学
等
が

連
携
し
て
行
う
産
業
振
興
、
福
祉
・

教
育
・
文
化
、
ま
ち
づ
く
り
、
人
材

育
成
の
た
め
の
事
業
活
動
へ
の
助
成

制
度
を
創
設
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
市

の
積
立
金
と
市
民
等
か
ら
の
寄
付
金

を
基
金
と
し
て
、
そ
の
原
資
で
事
業

を
推
進
し
ま
す
。

○
安
心
・
安
全
な
学
生
生
活

　

の
支
援

　

学
生
宿
舎
は
、
学
生
宿
舎
建
築
助

成
金
制
度
等
に
よ
り
、
そ
の
確
保
に

努
め
て
き
ま
し
た
。

　

高
梁
に
住
む
学
生
が
よ
り
安
心
し

て
過
ご
せ
る
よ
う
、
学
生
宿
舎
へ
所

有
者
が
防
犯
カ
メ
ラ
等
の
防
犯
設
備

を
整
備
し
た
場
合
に
、
導
入
経
費
の

一
部
補
助
を
行
う
制
度
を
創
設
し
ま

す
。

○
大
学
等
通
信
制
リ
カ
レ

　

ン
ト
奨
励
制
度
の
創
設

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
順
正
短
期
大

学
や
吉
備
国
際
大
学
研
究
科
の
通
信

制
へ
入
学
す
る
場
合
、
入
学
金
等
の

一
部
を
奨
励
金
と
し
て
支
給
す
る
制

度
を
創
設
し
ま
す
。

　

２
分
の
１
の
額
を
助
成
し
、
上
限

は　

万
円
。

２０

○
留
学
生
奨
学
生
の
増
員

　

吉
備
国
際
大
学
で
は
、
今
年
度
か

ら
留
学
生
の
受
け
入
れ
拡
大
を
進
め

て
お
り
、
４
月
に
は
中
国
を
中
心
に

１
１
４
人
の
留
学
生
が
入
学
し
て
い

ま
す
（
全
学
年
で
２
１
０
人
）。

　

市
に
お
い
て
も
、
大
学
支
援
や
国

際
貢
献
を
さ
ら
に
推
進
す
る
観
点
か

ら
、
本
市
留
学
生
奨
学
生
の
増
員
を

行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
定
住
促
進

係
（
�
�
０
２
８
２
）

― 
学
生
の
生
活
と
市
民
の
生
涯
学
習
を
支
援 
―

高まる大学支援
　高梁商工会議所では、学生たちが市内で安

心して生活が送れるよう市民ぐるみでサ

ポートしていくことを目的に「高梁学生協力

会」を設立し、新入学生歓迎や学生生活支援

に関する事業などを展開されています。

新入学生歓迎のアーチを設置
（備中高梁駅前）
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障
害
者
の
生
活
を
応
援
し
ま
す

高
梁
市
障
害
者
相
談
支
援
事
業

　

市
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に

基
づ
く
相
談
支
援
業
務
を
、
４
月

か
ら「
た
か
は
し
授
産
セ
ン
タ
ー
」

（
落
合
町
阿
部
）に
委
託
し
、
よ
り

専
門
的
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、

相
談
支
援
体
制
を
強
化
し
ま
し
た
。

《
相
談
支
援
事
業
と
は
》

　

障
害
の
あ
る
人
が
、
自
立
し
た

日
常
生
活
・
社
会
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提

供
や
助
言
、関
係
機
関
と
の
連
絡
・

調
整
な
ど
の
支
援
を
行
う
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

《
対
象
》

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お

持
ち
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
発
達
障

害
な
ど
手
帳
の
な
い
人
か
ら
の
相

談
に
も
応
じ
ま
す
。
ま
た
、
障
害

者
の
家
族
や
関
係
者
、
サ
ー
ビ
ス

提
供
事
業
者
な
ど
か
ら
の
相
談
も

受
け
付
け
ま
す
。

《
相
談
内
容
》

　

年
金
、
就
労
、
各
種
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
な
ど
基
本
的
に
障
害
者
の

生
活
に
関
す
る
こ
と
な
ら
、
ど
ん

な
相
談
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
相
談
内
容
お
よ
び
個
人

情
報
の
守
秘
義
務
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

費
用
は
無
料
で
す
。

■
相
談
支
援
に
関
す
る
連
絡
先

た
か
は
し
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
（
た
か
は
し
授
産
セ
ン
タ
ー

内
�
�
７
１
０
２
）。

　

な
お
、従
来
ど
お
り
市
役
所（
身

体
・
知
的
障
害
者
は
社
会
福
祉
課

�
�
０
２
８
４
、
精
神
障
害
者
は

健
康
づ
く
り
課
�
�
０
２
２
８
）

お
よ
び
各
地
域
局
住
民
福
祉
課
で

も
障
害
者
の
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

市の障害者相談員
　相談支援事業者以外に、それぞれ

の地域には身近な相談先として「障

害者相談員」がいます。障害に関す

る相談等は、こちらもご活用くださ

い。

（相談員は、平成２０年４月１日現在）

電話番号住　　所氏　名

�5090荒神町村上　清夫

�0018巨瀬町島田　康二

�2259中井町津々惣田　　弘

�4993落合町阿部岡田　菊二

�3205落合町阿部沖嶋　　博

�2790有漢町有漢上森　　武

�3620有漢町上有漢湯浅　康史

�4126成羽町羽根流田　治男

�3252成羽町星原加賀　二郎

�2362川上町七地�岡　芳夫

�2658川上町仁賀長谷川　久

�2766備中町西油野佐藤　　勇

�2258備中町平川小林　富男

電話番号住　　所氏　名

�1327上谷町小見山孝子

�2792下町上原　増子

�9021落合町阿部鈴木　洋子

�2895有漢町有漢秋葉　　将

�2570成羽町成羽山根　玲子

�2161川上町地頭池田　　宏

�2525備中町西油野田村　勝子

身体障害者相談員

知的障害者相談員

　

新
し
い
指
令
台
に
は
、
次
の

２
つ
の
新
機
能
が
備
わ
っ
て
い

ま
す
。

①
位
置
情
報
通
知
シ
ス
テ
ム
の

導
入

　

１
１
９
番
通
報
時
に
、
Ｇ
Ｐ

Ｓ　

機
能
付
き
の
携
帯
電
話
か

（※）
ら
の
場
合
は
通
報
場
所
が
高
い

精
度
で
特
定
さ
れ
、
火
災
・
救

急
等
の
災
害
場
所
の
検
索
が
早

く
で
き
、
迅
速
な
対
応
が
期
待

で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
付
き

で
な
い
携
帯
電
話
か
ら
の
通
報

で
は
、
数
百
メ
ー
ト
ル
か
ら
数

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
誤
差
が

あ
る
の
で
、
お
近
く
の
目
標
物

等
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
な
機
能
は
あ
り
ま

す
が
、
必
要
に
応
じ
て
問
い
合

わ
せ
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
通
報
後
も
通
報
場
所
を

あ
ま
り
動
か
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

　

G
Ｐ
S（G

e
og
ra
phic
P
ositioning

（※）

S
y
ste
m

）…
人
工
衛
星
を
利
用
し
て

位
置
情
報
を
取
得
す
る
シ
ス
テ
ム

①
災
害
情
報
を
メ
ー
ル
配
信

　

Ｅ
メ
ー
ル
機
能
に
よ
り
、
災

害
時
に
は
消
防
職
員
・
消
防
団

幹
部
の
携
帯
電
話
へ
災
害
種

別
・
発
生
場
所
お
よ
び
地
図
情

報
が
送
付
さ
れ
、
災
害
に
対
す

る
対
応
の
早
さ
が
期
待
で
き
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
警

防
課
消
防
係（
�
�
０
１
２
４
）

新
指
令
台
の
機
能

消
防
指
令
施
設
を
更
新
し
ま
し
た


